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研究成果概要 

 
サファイア鏡の直近に設置される、サファイア鏡から広角散乱光を低減するための、振り子と板バネ

で防振されたWide Angle Baffle(WAB)が国立天文台において設計かつ試作された。そのうち一つは、実
際にKAGRAのクライオスタットの中にインストールされた（阿久津氏）。 

 
              設計段階のWAB                   KAGRAにインストールされたWAB 

一方、Narrow Angle Baffle (NAB)も、その保持機構とともに製作中である。 
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